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月　

日
、
嶐
郷
小
学
校
の
児
童

１０

２６

に
よ
り
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
地
域
の
清
掃

活
動
を
通
し
て
、
勤
労
と
奉
仕
へ
の

関
心
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
ね
ら
い

と
し
て
年
２
回
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

学
年
ご
と
に
分
か
れ
１
時
間
ほ
ど

学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
や
空
き
カ
ン
を
回

収
し
た
結
果
、
可
燃
ゴ
ミ
２
袋
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
袋
、
空
カ
ン
に
つ

い
て
は
コ
ン
テ
ナ
２
箱
分
も
あ
り
ま

し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ
り
、

道
路
が
一
層
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。
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常陸大宮市女性防火クラブ連絡協議会
　常陸大宮市女性防火クラブ連絡協議会（管内女性防火クラブ４団体で
構成）では、来年６月から一般住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づ
けられることから、事前研修会を実施しました。
　新築住宅は、来年６月から適用になり、既存の住宅については、常陸
大宮市では平成２０年６月から適用になります。火災が起きないように
注意していても、一瞬のミスで火災は発生してしまいます。火災が発生
した場合、いち早く火災に気付くことが大切であり、早く気付くことで
ぼやの状態で消すことができたり、早期に避難や１１９番通報を行うこと
ができるというものです。
　今回の研修会を受講されたクラブ員は今後、住宅防火対策の活動の一
環として住宅用警報器の設置ＰＲ活動を含め、一人暮らし老人宅の訪問
など、これまでの活動と併せてより一層の活躍が期待されます。
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　火災出火件数等を全国的にみると、上の表のように、昨年と
比較すると火災件数が減少しているにも係わらず火災による死
者数が増加しています。
　皆さんのご家庭においても、住宅用火災警報器等を設置する
など、火災を早期に発見できるように住宅防火対策に取り組
み、火災を無くしましょう。
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2005年度
常陸大宮市消防本部防火標語

「確かめるゆとりを持てば
火事はなし」

小田倉玲子




